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○この経理は、組合員や被扶養者の皆さんの病気やケガ等による医療費等の給付などを行う経理です。
○�収入は調整交付金の不交付等により前年度から約7,358万円の減、支出は前期高齢者納付金の増等により約3億2,628
万円の増となり、収支の結果、標記の当期短期損失金と当期介護利益金を生じましたので、当期短期損失金は、欠損補てん
積立金を取り崩し補てんし、なお欠損金が生じるため短期繰越欠損金として翌年度に繰り越しました。また、当期介護利
益金は、介護積立金へ積み立てました。

（万円）
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❖ 拠出金の推移

件数（件） 日数（日） 金額（万円）
前年度比 前年度比 前年度比

組合員
本人 121,267 ▲� 586 208,462 ▲� 4,846 181,277 � 7,355

家族 127,119 ▲� 3,675 212,390 ▲� 11,095 176,716 ▲� 5,288

合計 248,386 ▲� 4,261 420,852 ▲� 15,941 357,993 � 2,067

▪ 平成27年度医療給付実績（現金給付を除く）

平成28年 6月 13日（月）、「奈良県社会福祉総合センター」
において第154回組合会が開催され、各議案とも慎重な審議が
行われ原案どおり議決されました。

▪地方公共団体の数
市 12
町 15
村 12

一部事務組合等 29
計 68

平成27年度 決算の概要について
組合員数及び被扶養者数とも、平成26年度
末と比較すると組合員で127人の減少、被扶
養者で446人の減少となりました。また、組

合員数は減少したものの、平成27年 10月からの標準報酬制への移行や
給与改定により掛金等の標準となる標準報酬月額や標準期末手当等の額は
増加しました。

総括事項

短期経理 収入合計10,425,473 千円 －　支出合計10,813,919 千円　＝　▲ 388,446 千円�
� （ 内訳　当期短期損失金▲ 398,827 千円 ,当期介護利益金 10,381千円 ）

第154回
組 合 会

日程第1議第1号　平成27年度決算について

日程第2議第2号　奈良県市町村職員共済組合定款の一部を変更（案）することについて

給付金（一部負担金払戻金含む ) 4,534,065 千円

その他 6,177 千円

介護掛金（任継含む）
384,001 千円

介護負担金 371,789 千円

前年度繰越支払準備金 692,248 千円

補助金等収入（高額医療交付金等）432,523 千円

短期負担金（調整負担金含む） 4,234,238 千円 短期掛金（任継含む） 4,304,497 千円

老人保健・退職者給付拠出金 168,147 千円

前期高齢者納付金・後期高齢者支援金 4,057,556 千円

収入

支出

連合会払込金・拠出金等 568,229 千円
次年度繰越支払準備金 707,460 千円

業務経理への繰入・
その他 33,647 千円

介護納付金
 744,815 千円

収入

支出

損益内訳

組合会が開催されました

▪組合員等の状況
組合員数

（長期組合員、任意継続組合員を含む）
被扶養者数

（任意継続組合員を含む） 適用区分 標準報酬月額
� （円）

標準期末手当等年度累計額
� （円）

13,769人 14,847人
長期 5,265,342,000 円 20,130,276,000 円

≪ 893,547,312 ≫ ≪ 149,280,000 ≫

短期 5,415,021,249 円 20,164,923,000 円
≪ 961,841,859 ≫ ≪ 152,435,000 ≫

組合員 1人当たりの被扶養者数＝ 1.08 人　≪前年度対比　▲ 0.02 ≫
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長期経理 収入合計10,001,403 千円 －　支出合計10,001,403 千円　＝　0 千円

○この経理は、公的年金に係る掛金・負担金を処理する経理です。
○�平成 19年度より年金事業については全国市町村職員共済組合連合
会（以下「市町村連合会」という。）で一元的に処理されており、本組合
では年金給付のための掛金・負担金を徴収し、その全額を市町村連合
会へ払込んでいましたが、被用者年金制度の一元化に伴い平成27年
10月より厚生年金保険経理・退職等年金経理・経過的長期経理へ移
行しました。

負担金払込金  6,543,922千円

負担金           6,543,922千円

掛金 3,457,481千円

掛金払込金 3,457,481千円

収入

支出

損益内訳

○�この経理は、平成27年10月からの被用者年金制度の一元化に伴い、
厚生年金給付に係る組合員保険料と負担金を徴収し、その全額を市町
村連合会へ払込む経理です。

厚生年金保険経理 収入合計 8,926,263 千円 －　支出合計 8,926,263 千円　＝　0 千円

負担金払込金  5,313,060千円

負担金           5,313,060千円

組合員保険料 3,613,203千円

組合員保険料払込金 3,613,203千円

収入

支出

損益内訳

退職等年金経理 収入合計 628,078 千円 －　支出合計 628,078 千円　＝　0 千円

○�この経理は、平成27年10月からの被用者年金制度の一元化に伴い、
退職等年金給付（いわゆる「新三階年金」）に係る掛金・負担金の徴収
を行い、その全額を市町村連合会へ払込む経理です。

負担金払込金 314,039千円

負担金　　　 314,039千円 掛金 　　　314,039千円

掛金払込金 314,039千円

収入

支出

損益内訳

経過的長期経理 収入合計11,146 千円 －　支出合計11,146 千円　＝　0 千円

○�この経理は、平成27年10月からの被用者年金制度の一元化に伴い、
主に旧職域年金部分の負担金の徴収を行い、その全額を市町村連合会
へ払込む経理です。

負担金払込金 11,146千円

負担金 　　　11,146千円収入

支出

損益内訳

預託金管理経理 収入合計 52,409 千円 －　支出合計 52,409 千円　＝　0 千円

○�この経理は、平成19年度より市町村連合会に集約された公的年金資
金の一部の預託を受け、主に貸付経理への貸付資金や縁故地方債の引
受資金として、その管理・運用を行っていましたが、被用者年金制度
の一元化に伴い平成27年 10月より経過的長期預託金管理経理へす
べて承継されました。

○�収入はすべて預託金の運用益となり、その全額を市町村連合会へ払込
む経理です。

支払利息 52,409千円

利息及び配当金 52,409千円収入

支出

損益内訳
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保健経理 収入合計 322,156 千円 －　支出合計 274,501千円　＝　47,655 千円 （ 当期利益金 ）

○�この経理は、組合員や被扶養者の皆さんの健康管理に役立てていただくため、成人病健診、人間ドック、各種講座、助成事
業、特定健康診査、特定保健指導などの保健事業を行う経理です。
○�収入は組合員数の減少等により前年度から約390万円の減、支出は事務費の削減を図りつつ、歯科健診の巡回型への変
更や新規事業であるWebストレスチェック等により約1,193万円の増となりましたが、収支の結果、標記の当期利益金
を生じました。
　�この当期利益金と欠損金補てん積立金より取り崩した約10万円を、前年度より繰り越した積立金へ積み立てました。

厚生費 199,734千円

利息及び配当金
・その他
1,459千円

掛金 158,052千円負担金 162,645 千円収入

支出

特定健康診査等費  11,819千円 旅費・事務費 4,888千円

職員給与 20,876千円 その他 37,184千円

損益内訳

業務経理 収入合計 224,968 千円 －　支出合計 202,614 千円　＝　22,354 千円 （ 当期利益金 ）

○�この経理は短期給付や長期給付に要する事務費や人件費等、また全体の管理運営上の諸経費等の事務コストを処理する経
理です。財源は、地方公共団体から徴収した事務費負担金、市町村連合会からの交付金と、短期経理からの繰入金です。
○�収入は、組合員人数の減少等により、前年度から約110万円の減、支出は事務費の削減を図りつつ、被用者年金制度の�
一元化対応等により979万円の増となりましたが、収支の結果、標記の当期利益金を生じましたので、前年度より繰り越
した積立金と合わせ、翌年度に繰り越しました。

役員報酬・職員給与・賃金  100,552千円

短期経理より繰入・その他
27,990千円

連合会交付金 49,394千円負担金 147,584 千円

事務費負担金払込金 65,608千円

収入

支出

旅費・事務費  7,279千円 その他 29,175千円

損益内訳

経過的長期預託金
管理経理 収入合計 48,873 千円 －　支出合計 48,873 千円　＝　0 千円

○�この経理は、平成27年10月からの被用者年金制度の一元化に伴い、
前頁の預託金管理経理より継承された経理で貸付経理への貸付金や縁
故地方債などの管理・運用を行う経理です。
○�収入はすべて預託金の運用益となり、その全額を支出として市町村連
合会へ払込んでいます。

支払利息　　　　 48,873千円

利息及び配当金　 48,873千円収入

支出

損益内訳
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貸付経理 収入合計111,336 千円 －　支出合計114,840 千円　＝　▲ 3,504 千円 （ 当期損失金 ）

○�この経理は、組合員の皆さんが資金を必要とするときに、普通貸付・住宅貸付・入学貸付・修学貸付・高額医療貸付など
の融資を行う経理です。財源は、経過的長期預託金管理経理（平成27年10月より）及び短期経理からの借入金です。

○�収入は、貸付金の減少に伴う利息収入の減少などにより前年度から約2,151万円の減、支出についても貸付金の減少に
伴う支払利息の減少などにより、約2,148万円の減となり、収支の結果、標記の当期損失金を生じました。

　この当期損失金は、前年度より繰り越した欠損金補てん積立金を取り崩して補てんしました。

○平成27年度末の貸付金の状況　※≪　≫内は前年度対比を表す。

収入

支出 支払利息 97,595千円

その他
963千円

組合員貸付金利息 110,373千円

旅費・事務費 747千円職員給与 3,906千円

連合会払込金 5,895千円 その他 
6,697千円

貸付総額 貸付件数 主な貸付の利率

37億9,381万円≪▲7億2,081万円≫ 2,215件≪▲ 312件≫ 普通・住宅・特別：年2.66％　　　　 災害：年2.22％

損益内訳

貯金経理 収入合計1,159,029千円 －　支出合計 950,345千円　＝　208,684千円（当期利益金）

○この経理は、組合員の皆さんからお預かりをした組合員貯金を、安全かつ効率的に運用し、利息として還元する経理です。
○�収入は、保有する債券の運用益が減少したことにより、前年度から約1,163万円の減、支出は事務費の削減を図りつつ、
支払利息の増などにより約5,661万円の増となりましたが、収支の結果、標記の当期利益金を生じました。

　�この当期利益金のうち約9,713万円を前年度より繰り越した欠損金補てん積立金へ積み立て、残りを積立金へ積み立て
ました。

○平成27年度末の貯金の状況　※≪　≫内は前年度対比を表す。

支払利息 873,407千円

その他
6,012千円

利息及び配当金 1,153,017千円収入

支出
旅費・事務費 5,709千円

職員給与・賃金 47,078千円 その他 24,151千円

貯金総額 貯金者数 貯金加入率 支払利率

672億4,401万円《19億4,269万円》 9,315《 ▲ 59人》 67.65％《0.20％》 平成27年4月1日より� 年利　1.3％

損益内訳
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